

１　人口の動き
　平成23年１月１日現在の兵庫県推計人口は558万8,283人である。
　昭和22年から300万人台で推移してきた人口は、昭和36年に400万人を、昭和51年には500万人を超えた。平成７年１月の阪神・淡路大震災直後には540万人に落ち込んだものの、平成21年11月には560万人を突破した。
平成22年国勢調査結果速報（総務省統計局公表）では、平成22年10月１日現在558万9,177人となり、前回調査から1,424人（0.03％）減少した。（表１、図１参照）。
　本県人口は全国総数（1億2,805万6,026人）の4.4％を占め、都道府県順位は第７位である。


表１ 兵庫県の人口推移　　　　　　　　　
[image: ]　[image: ]

表２ 主な都道府県の人口　　　			図２ 主な都道府県の人口
（国勢調査　平成22年10月１日現在）　
[image: ]　　[image: ]　　


２　人口増減（平成13年～22年）
平成22年の人口は、6,762人（0.12％）の減少。平成15年以降１万人未満の微増が続いたが減少に転じた。
内訳は自然増減（出生－死亡）で3,740人減少、社会増減（転入等―転出等）で3,022人減少した。
自然増減は、平成20年に減少に転じ、３年連続減少。減少数は拡大傾向にある。　
平成22年の出生数は4万8,541人で前年を上回ったものの、死亡数は5万2,281人となり、初めて５万人台となった。（表３、図３・４参照）。
社会増減は、２年ぶりに減少した。増加と減少を不規則に繰り返しているが、転入・転出等共に移動数規模は縮小傾向にある。
[image: ]平成20年に自然増減(出生―死亡)が減少に転じ、その減少幅が拡大傾向にある。


[image: ]平成20年に死亡数が出生数を上回った。

[image: ]転入・転出ともに移動数規模が縮小傾向にある。

[image: ]  
３ 地域別人口
平成23年１月１日現在の地域別人口構成比は、神戸（27.6％）が最も高く、以下、阪神南（18.4％）、阪神北(13.0％)、東播磨(12.8％)と続いている（図５参照）。

図５　地域別人口構成比（平成23年１月１日現在）　　　　　　　　　図６　地域別人口の推移(国勢調査結果　各年10月１日現在)
[image: ][image: ]
　平成22年中の地域別人口は、①阪神北、②神戸、③阪神南の順で３地域が増加し、その他の７地域は減少した。人口増減率では、最も高いのは阪神北(0.24％)で、最も低いのは淡路(△1.21％)であった（表４参照）。
[bookmark: _GoBack][image: ]     [image: ]
４　市区町別人口
  平成23年１月１日現在の市町別人口では、多い順に①神戸市、②姫路市、③西宮市と続いている。人口が少ないのは順に、①神河町、②市川町、③新温泉町となっている。
県内49市区町のうち、この一年間で人口が増加したのは14市区町、減少したのは35市区町である。
  人口増減率を見ると、高い順に①神戸市中央区、②宝塚市、③神戸市灘区と続き、低い順は①上郡町、②香美町、③新温泉町となった。
理由別に増減率を見ると、自然増減では高い順に①太子町、②伊丹市、③西宮市と続き、低い順は①淡路市、②佐用町、③上郡町となった。
また、社会増減では高い順に①神戸市中央区、②神戸市灘区、③三田市と続き、低い順は①上郡町、②香美町、③加西市となった。（図８、表５、図９参照）。
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図９　市区町別人口増減率（平成22年）
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５　月別人口
平成22年中の月別人口増減状況を見ると、４月、５月、８月、10月に増加しているが、他の月は減少している。
　理由別に見ると、自然増減は６月から９月に増加しているが、他の月は減少している。社会増減は３月に大きく減少し翌４月に大きく増加するパターンとなっている（図10､11､12　表６参照）。
[image: ]
[image: ]
[image: ][image: ]

0

１

	1
image4.emf
0

2

4

6

8

10

12

14

東

京

都

神

奈

川

県

大

阪

府

愛

知

県

埼

玉

県

千

葉

県

兵

庫

県

北

海

道

福

岡

県

静

岡

県

百万人


image5.emf
図３　人口増減の推移
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図４　出生・死亡数の推移
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図５　転入・転出者数等の推移
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表３　人口増減の推移

純増減 自然増減 社会増減 人口 自然 社会

(自然＋社会) 出生 死亡 転入等 転出等 増減 増減 増減

人 人 人 人 人 人 人 人 ％ ％ ％

平成13年 5,555,809 17,272 10,561 53,324 42,763 6,711 279,719 273,008 0.31 0.19 0.12

14年 5,572,913 11,419 10,231 52,745 42,514 1,188 268,267 267,079 0.20 0.18 0.02

15年 5,584,332 6,748 6,715 51,079 44,364 33 266,665 266,632 0.12 0.12 0.00

16年 5,591,080 4,384 5,397 50,625 45,228 △ 1,013 257,780 258,793 0.08 0.10 △ 0.02

17年 5,595,464 3,346 689 47,951 47,262 2,657 250,161 247,504 0.06 0.01 0.05

18年 5,593,979 2,341 2,287 49,573 47,286 54 248,780 248,726 0.04 0.04 0.00

19年 5,596,540 286 815 49,289 48,474 △ 529 238,210 238,739 0.01 0.01 △ 0.01

20年 5,596,826 1,516 △ 201 49,222 49,423 1,717 235,929 234,212 0.03 0.00 0.03

21年 5,598,342 1,207 △ 1,416 48,430 49,846 2,623 232,030 229,407 0.02 △ 0.03 0.05

22年 5,599,549 △ 6,762 △ 3,740 48,541 52,281 △ 3,022 222,066 225,088 △ 0.12 △ 0.07 △ 0.05

23年 5,588,283

△ 1,412 △ 2,255 245,055 247,310 843 1,177,015 1,176,172 △ 0.03 △ 0.04 0.02

△ 282 △ 451 49,011 49,462 169 235,403 235,234

注）1　推計人口は国勢調査人口を基礎として算出しているため、当該年の増減数を加えても次年の人口に一致しない年がある。

　　2　転入等及び転出等には市町内移動及び国籍異動等を含む。

5年間（18-22年）計

5年間（18-22年）平均

増　減　率

推計人口

(1月1日)

増　減　数

区分
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表４　地域別人口（構成比、増減数、増減率）

H22.1.1 H23.1.1

純増減 純増減

出生 死亡 転入等 転出等

人 人 ％ 人 人 人 人 人 人 人 ％ ％ ％

県　計 5,599,549 5,588,283 100.0 △ 6,762 △ 3,740 48,541 52,281 △ 3,022 222,066 225,088 △ 0.12 △ 0.07 △ 0.05

神　戸 1,537,593 1,544,767 27.6 842 △ 1,479 12,979 14,458 2,321 80,214 77,893 0.05 △ 0.10 0.15

阪神南 1,037,379 1,029,906 18.4 612 998 9,920 8,922 △ 386 47,383 47,769 0.06 0.10 △ 0.04

阪神北 725,115 724,775 13.0 1,720 1,008 6,345 5,337 712 30,156 29,444 0.24 0.14 0.10

東播磨 720,537 716,292 12.8 △ 340 406 6,444 6,038 △ 746 23,959 24,705 △ 0.05 0.06 △ 0.10

北播磨 284,859 284,380 5.1 △ 2,272 △ 873 2,091 2,964 △ 1,399 8,094 9,493 △ 0.80 △ 0.31 △ 0.49

中播磨 582,638 581,682 10.4 △ 520 △ 134 5,307 5,441 △ 386 15,379 15,765 △ 0.09 △ 0.02 △ 0.07

西播磨 273,330 272,080 4.9 △ 2,101 △ 996 2,112 3,108 △ 1,105 6,874 7,979 △ 0.77 △ 0.36 △ 0.40

但　馬 182,291 180,249 3.2 △ 2,112 △ 1,048 1,436 2,484 △ 1,064 3,815 4,879 △ 1.16 △ 0.57 △ 0.58

丹　波 111,278 110,925 2.0 △ 841 △ 613 846 1,459 △ 228 2,762 2,990 △ 0.76 △ 0.55 △ 0.20

淡　路 144,529 143,227 2.6 △ 1,750 △ 1,009 1,061 2,070 △ 741 3,430 4,171 △ 1.21 △ 0.70 △ 0.51

注）　平成23年１月１日推計人口は、平成22年国勢調査速報値を基礎としているため、前年人口に増減数を加えても当年人口と一致しない。
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図７　５年間の地域別人口増減率（平成18～22年）
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図８　市区町別人口（平成23年１月１日現在）
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表５　人口増減率の高い市区町（平成21年､22年）

市区町名 率（％）市区町名 率（％）市区町名 率（％）市区町名 率（％）市区町名 率（％）市区町名 率（％）

高 1 中央区 1.17 太子町 0.32 中央区 1.35 中央区 0.76 太子町 0.40 中央区 0.94

↓ 2 灘　区 0.90 伊丹市 0.27 灘　区 0.91 宝塚市 0.55 伊丹市 0.32 灘　区 0.49

3 宝塚市 0.80 西宮市 0.27 兵庫区 0.75 灘　区 0.52 西宮市 0.23 三田市 0.41

4 猪名川町 0.43 東灘区 0.24 宝塚市 0.64 三田市 0.49 東灘区 0.19 宝塚市 0.40

5 西宮市 0.38 西　区 0.19猪名川町 0.34 太子町 0.39 宝塚市 0.15 芦屋市 0.33

45 市川町 △ 1.62 淡路市 △ 0.68 養父市 △ 0.87 加西市 △ 1.56 香美町 △ 0.82 神河町 △ 0.89

46 養父市 △ 1.63 神河町 △ 0.72 加西市 △ 1.00 神河町 △ 1.56 市川町 △ 0.85新温泉町 △ 1.00

47 香美町 △ 1.65 養父市 △ 0.75 佐用町 △ 1.06新温泉町 △ 1.70 上郡町 △ 0.91 加西市 △ 1.02

↑ 48 新温泉町 △ 1.71 香美町 △ 0.88新温泉町 △ 1.08 香美町 △ 1.85 佐用町 △ 0.96 香美町 △ 1.02

低 49 佐用町 △ 2.15 佐用町 △ 1.09 市川町 △ 1.14 上郡町 △ 2.03 淡路市 △ 0.97 上郡町 △ 1.12

順位

平成21年 平成22年

純増減 自然増減 社会増減 社会増減 純増減 自然増減
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図10　推計人口（毎月１日現在）の推移
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図11　月別人口増減数（平成20年・21年・22年）
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図12　人口増減月別推移
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表６　月別人口の増減数

純増減 自然増減 社会増減 純増減 自然増減 社会増減 純増減 自然増減 社会増減

人 人 人 人 人 人 人 人 人

1月 △ 1,586 △ 936 △ 650 △ 493 △ 1,085 592 △ 2,036 △ 1,135 △ 901

2月 △ 1,397 △ 438 △ 959 △ 1,445 △ 654 △ 791 △ 1,338 △ 471 △ 867

3月 △ 7,661 △ 510 △ 7,151 △ 5,561 △ 423 △ 5,138 △ 6,106 △ 508 △ 5,598

4月 7,351 △ 375 7,726 7,377 6 7,371 5,114 △ 599 5,713

5月 462 359 103 105 6 99 275 △ 298 573

6月 858 227 631 853 328 525 △ 406 57 △ 463

7月 948 516 432 540 541 △ 1 △ 530 60 △ 590

8月 558 336 222 210 249 △ 39 69 38 31

9月 90 516 △ 426 △ 569 293 △ 862 △ 970 246 △ 1,216

10月 1,606 390 1,216 1,119 167 952 165 △ 136 301

11月 124 △ 117 241 △ 339 △ 440 101 △ 828 △ 480 △ 348

12月 163 △ 169 332 △ 590 △ 404 △ 186 △ 171 △ 514 343

平成20年 平成21年 平成22年

区分
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年次

人口

国勢調査

（ 

10月１日現在）

人

昭和22年 3,057,444

25年 3,309,935

30年 3,620,947

35年 3,906,487

40年 4,309,944

45年 4,667,928

50年 4,992,140

55年 5,144,892

60年 5,278,050

平成 2年 5,405,040

7年 5,401,877

12年 5,550,574

17年 5,590,601

22年 5,589,177

平成22年は速報値
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図１　兵庫県の人口推移
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順位 地域 人口 構成比

人 ％

- 全国 128,056,026 100.0

1 東京都 13,161,751 10.3

2 神奈川県 9,049,500 7.1

3 大阪府 8,862,896 6.9

4 愛知県 7,408,499 5.8

5 埼玉県 7,194,957 5.6

6 千葉県 6,217,119 4.9

7 兵庫県 5,589,177 4.4

8 北海道 5,507,456 4.3

9 福岡県 5,072,804 4.0

10 静岡県 3,765,044 2.9

速報値による


